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ま え が き
川 畑 有 郷
特集を気安 く引受けた もののその後仕事がはかどらず, 5ケ月か くれて どう
や らまとめ上げた次第である｡ 各研究室に原稀 を依願に行 った所,平凡を紹介
記事では面白 く貴いので,少々当 bさわ Dのある事を書いて もいいのではをい
か と言 う人があb,期待 していたのであるが ,出て来たのは実に当 bさわyhの
貴いものであった｡ また人によっては,物性所で行をわれている事は よく知 ら
れているので,単覆る研究紹介は無意味であると主張 したが,だれでも当人が
思っているほ どには天下 に知 られていをい ものであD,したがって全 く無意味






ってもヒマの多い ことであD,あまbえ らく怒ら豪h限 D,研究以外に時間を
とられる･tとはほとん どをいので ある｡ もう一つの特典は,物性研 (あるいは
同等の良い po.sition)に居 るとこれだけでえ らそ うに見えることであD,さ
らに良レゝ事は,長年 このようを所に居ると自分で も自分がえ らい人の ように思
えて くる事である｡ したがって,自分がやめた ら後に良い人が来ないのではを
いか,等 と心配 した bするのである｡ ｢東大の先生は皆え らい人ばか りである｡
ただ し,え らいか ら東大にいる人 と,東大にいるか らえ らい人がいる｣とはあ
る^の言葉であるが,物性研の先生方また然 Dであろ う｡ 任期制をどとい うと
目の色変えるのは当然後者に属するのである｡
物性研の研究の方向は,大勢 としては,一応基礎の確立 した問題 を精密化す











承知の通 b,ここ数年来 ,8-d相互作用の理論に専念 しています｡その間の
研究室の仕事に関 しては最近の物性研だよb(第 10巻,,5,4, 5号 )に,





spinの集 b方をどが詳 しく調べ られると共に,それ らの磁場依存性,即ち,
磁場をかけてい くことによ_b,どうsingletから spinが よみがえってい く
かがはっきbL,帯磁寒 や磁気抵抗 といった重要を物理量 も計算されました｡
これらの成果をもとに,いかにして理論を有限海産に拡張するかが,現在私た
ちの直面する問題です｡ 有限温度での freeenergy,あるいは同様に励起状






-S-a_の問題のむづかしさは,それ らが spinの内部 自由度に由来する本質
的を多体問題である-方,-ケの不純物を扱 うために,ふつ う第一近似で成立
する平均場 とい う考えが成立たず,それか らの fluctuationが大きいという
ことにあるIと思います｡ およそ多体問題を,H-F近似をこえて,系統的にし
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